
7月31日（金）に、航空連合福岡が福岡国際空港(株)（FIAC）に
対して政策要請をおこない、9項目の要望を伝えました。要望書提出
までの意見交換の経過も踏まえ、FIAC側からは「物理的に対応が難し
いものでも、運用での対応ができないかなど検討を進める」との受け
止めが示されました。
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坂元慎平

(左から) 航空連合福岡 田島事務局長、荒川副会長、川浪会長
福岡国際空港(株) 橋本総務部長、大田総務部チーフ

要望内容

①保安検査の運用改善 ⑥降機後の旅客動線と出発分離扉の統一

②従業員の夜間の帰宅動線の改善 ⑦SPOTの車両待機場所の確保

③ランプサイドへのトイレ設置 ⑧空港内保育所の創設

④貨物地区の売店設置 ⑨貨物地区における歩行帯の整備

⑤エンジンランナップ規制の緩和
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